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◼ 千代田区立図書館の紹介

●千代田区内 5 図書館体制

●蔵書冊数＝約５６万冊(5館)

中央館（千代田）は約20万冊

（平成31年3月末現在）

●千代田区は、東京23区のほぼ中央に位置

周囲には皇居の他、政治の中心地＝霞が関、学生街＝お茶の水・神保町

ビジネス街＝大手町・丸の内 、本の街＝神田神保町古書店街

サブカルチャーの街＝秋葉原

●千代田区民は約6万4千人 （平成3１年3月末現在）

昼間区民（在勤・在学を含む）＝約85万人 （平成27年国勢調査）

（引用：千代田区HP）



◼ 千代田図書館 ５つの機能コンセプト

千代田
ゲートウェイ

区民の書斎
ファミリー
フィールド

ビジネスを発
想するセカンド
オフィス

クリエイトする
書庫

千代田図書館 ５つの機能コンセプト



◼ 千代田Web図書館の導入目的・メリット

●書架の狭あい化解消

●図書館サービスの拡大（24時間365日サービス）

●非来館型サービス

●資料延滞・紛失の解消

●貴重資料の電子化



◼千代田Web図書館の概要

●区内在住者・在勤者・在学者のみ利用可能
(対象は約４２千人)

●TRC-DL＝クラウド型システム

●所蔵タイトル数 約7,600点
（令和元年9月末現在）

●図書館システムとの連携
(認証連携機能)

●独自資料（貴重資料等）の自館登録・電子化



◼ 独自資料の紹介（１）

●図書館年報や広報誌などの図書館刊行物
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●図書館年報や広報誌などの図書館刊行物



◼ 独自資料の紹介（２）

●図書館で所蔵している古典籍資料を中心としたコレクション



◼ 独自資料の紹介（２）

●図書館で所蔵している古典籍資料を中心としたコレクション



◼電子書籍・図書資料 所蔵割合 ※ 平成30年 3月末 現在
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震災の影響により
開館時間短縮

電子図書館システム
ベンダー変更による
移行作業のため

サービス休止期間あり

◼電子書籍・図書資料 年度別貸出数（月平均）の推移

アイネオ社 TRC-DL



◼電子書籍利用者傾向 令和元年度上半期（４～９月）

●年代・利用区分・性別 総合ランキング
1位 50代 在勤 男性 16.2％
2位 40代 在勤 男性 12.4％

30代 在勤 女性 12.4％ （図書資料はシステム抽出不可）

●年代別

(7.3%) (10.4%) (13.4%) (23.6%) (22.8%) (14.4%) (8.1%)

●男女比 ●利用者区分別
在住者 24.0％ (49.3％)

在勤者 73.2％ (46.3％)

在学者 2.8％ ( 4.5％)

男性 52.8％

女性 47.2％
（図書資料はシステム抽出不可）

10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

2.8％ 11.0％ 19.3％ 30.1％ 26.4％ 9.0％ 1.3％

※(カッコ内は図書資料の利用)



◼ 統計結果から分かること

●利用の伸び悩み
・コンテンツの品揃えについて、新刊が少なく魅力に乏しい。
・電子図書館サービスの周知不足
・継続的な利用が少ない

●児童・YA世代・60代以上における利用の少なさ
・図書資料と比較すると少なく、新規利用者の開拓の余地が独

●電子書籍の蔵書構築

・図書資料と比較すると少なく、新規利用者の開拓余地がある

・原因は、コンテンツの品揃えや利用者へのＰＲ不足か？

・貸出点数が図書資料の１％にも満たない

・収集が遅れている分野があり、蔵書の再構築が必要



◼ 現在の取り組み➀ LibrariEの活用

呼び水となり、電子図書館全体の利用が活性化する

・大手出版社によるコンテンツが多い

・比較的新しい書籍が電子化されている

・期間や貸出回数を限定したアクセス権の販売

特
徴

LibrariE

・話題性が高い資料

・最新の情報でなければ、利用価値が低くなる資料

・読書感想文の課題図書など期間限定で利用が 見込まれる資料



◼ 現在の取り組み➀ 統計データからみる効果

＜直近年度の月別貸出点数＞

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

H30 308点 235点 264点 170点 234点 223点 309点 309点 591点 876点 440点 505点 4,464点

R１ 422点 568点 520点 629点 713点 680点 3,532点

前年度比 137.0% 241.7% 197.0% 370.0% 304.7% 304.9% 79.1%

その期間における貸出点数 636点（月平均）

LibrariEコンテンツ購入前(同年４～5月)に比べ、
貸出点数が月平均141点増加

その他コンテンツ 561点LibrariEコンテンツ
75点

2019年6～9月に LibrariE コンテンツを 27タイトル購入



◼ 現在の取り組み➀ LibrariE コンテンツ例



◼ 現在の取り組み➁ 特集リストの活用
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◼ 現在の取り組み➂ 利用者向けガイダンス【対象別】

「シニアのためのweb図書館講習会」
・個別指導に近い講習形式
・十分な講習時間を確保し、確実に習得

「電子書籍を活用しよう！入門編」
・Web図書館の概要・基本操作
・コンテンツ紹介

「スマホやタブレットで絵本を読んでみよう」
・参加対象者は保護者を想定
・朗読や英語音声など特徴的な機能紹介

利
用
者
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス

一般利用者向け

シニア世代向け

児童向け
講習内容を
設定し易い

デジタルデバイド
の解消

効率的な
職員配置

利用者が
受講し易い

全世代に対する
サービスの提供



◼ 現在の取り組み➂ 利用者向けガイダンス【対象別】

●各種ガイダンス事例



◼ 現在の取り組み④ 大学図書館との連携

●大学生向けの利用啓発策

・区内の大学図書館内に利用案内チラシを設置

・図書館員が大学に赴き、学生向けに利用ガイダンスを実施（予定）

外国語を学ぶ

(大学図書館向け利用案内チラシ)



◼ 現在の取り組み⑤ 貴重資料(千代田セレクション)のPR企画

●貴重資料の展示・活用

・貴重資料の原本展示を実施（予定）

・貴重資料を活用したオリジナルブックカバーの設置 （予定）

(オリジナルブックカバー イメージ図)



◼ 今後取り組むべき課題

●学校図書館との連携

●電子書籍との重複資料の取り扱いの

●電子書籍におけるコンテンツ使用権の共通化

●電子図書館サービスの継続化時代に購入したコンテン

ツの大半が移行できなかった。独自資料も新システムに再登録


